「豊友会記念祝賀会＆東北支部春季総会」報告
髙橋　彰
平成27年4月17日（金）ＫＫＲホテル仙台にて豊友会記念祝賀会＆東北支部春季総会」を岡林功理事長、志牟田仙台CO長をお招きして開催した。
佐藤隆支部長の挨拶では丁度1２年前の同じ日の平成15年4月17日に支部設立時会員数10名で豊友会東北支部が設立した。現在は29名と約3倍増となった。4名の物故者がおり、ご冥福お祈りした。27年度の支部方針では①アウトドア同好会の拡大②若手会員の同好会推進③社会貢献の企画を目指す。
岡林功理事長からは豊友会30周年の節目に活動指針として故内藤豊次創業者のお言葉、故祐次前会長がまとめられた「豊友会のめざすもの」を示された。活動のヒントとして内輪の遊びごとだけでなく、社会貢献に目を向けた集団にし、活動の幅を広げていく。会則内規改定や本社での人事についてのご説明があった。「豊友会だより」は今年度からHPから印刷に戻るとの説明があった。
志牟田章仙台CO長からは今年の大きな組織改編についての人事を解説してもらった。
当時の豊友会東北支部について松浦敦参与が、豊友会全体から見れば、当時、わずか１％程度の会員数10名の設立時のメンバーや同好会を詳細に紹介した。平成15年故内藤祐次前会長をお迎えし支部設立総会が開催された。会長のご挨拶では、「Small is Beautiful、東北支部らしく全員で仲良く、元気のある支部にしてほしい」とのお言葉を頂いた。
松浦敦参与の乾杯で懇親会が始まり、スライドショーで東北支部での活動を振り返った。
あっと時間が過ぎ、中井理史理事の中締めとなったが、過去の支部長が一言ずつ支部長時代の思い出を出され、豊友会記念祝賀会を無事成功裏に終えた。まだまだ話足りない状態あった。和やかなうちに終了した。
本会運営を支えて下さった多くの方々に感謝するとともに、この活動を今後とも長く継承していくことを眼目に東北支部の活動を高めて行きたい。[image: image1.jpg]



